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小
児
の
夜
哺
き
と
そ
の
呪
法

水*

野

正

好

小
児
の
夜
哺
き
は
、
そ
の
両
親
、
家
族
、
近
隣
に
と

っ
て
は
、
耐
え
が
た
い
苦

痛
、
ま
し
て
、
夜
喘
き
す
る
小
児
の
姿
の
痛
ま
し
さ
も
、
ま
た
見
る
も
の
を
し
て

苦
し
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
小
児
の
夜
哺
き
は
、
小
児
諸
病
の

一
に

算
え
ら
れ
、
呪
法
書
の

一
画
を
占
め
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

元
禄
十
六
年
八
月
、
洛
下
書
林
の
刊
記
を
も

つ

『秘
密
符
法
』
に
は

「小
児
ノ

夜
喘

ヲ
止
ル
符
」
と
し

て
、
棲
火
掻
火
杖
差
来
作
神
将
捉
差

・
夜
哺
鬼
打
殺
莫
要

放
急
如
律
令
と
二
行
に
書
く
符
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
符
に
注
し
て
、
火

二
焼
柴

ヲ

一
本
四
五
寸
ノ
長
サ
ニ
削
リ
面
ヲ
平

ニ
シ
テ
朱
砂

ニ
テ
此
符
ヲ
書
テ
早
朝
ノ
水

二
移
テ
呑
ス
ベ
シ
、
事
林
廣
記

二
出
タ
リ
。
と
あ
り
、
呪
符
と
呪
作
の
関
係
が
た

ど
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
呪
符
を
記
す
火
焼
柴
が
、
呪
符
に
見
え
る
掻
火
棲

火
杖
に
対
磨
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
呪
符
に
は
若
干
字
句
の
異
な
る

呪
法
書
が
見
ら
れ
る
。
神
宮
館
蔵
版

『神
道
眞
言
妙
術
秘
法
大
全
』
に
は
、
擾
火

掻
火
杖
差
作
神
将
捉
差
夜
喘
鬼
打
殺
莫
要
敬
隠
々
如
律
令
の
句
を
掲
げ
、
呪
作
も

前
書
が
水

二
移
テ
と
あ
る
の
を
水
に
写

(映
)
し
て
と
記
す
な
ど
の
相
違
点
が
見

ら
れ
る
。
他
の
多
く
の
呪
法
書
も
こ
の

『神
道
眞
言
妙
術
秘
法
大
全
』
と
同
句
で

あ
り
、
こ
の
形
で

一
般
に
流
布
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
後
者
の
呪
句
の
読

み
は

「は

っ
く
わ
は

っ
く
わ
じ
ゃ
う
さ
し
て
し
ん
し

ゃ
う
を

つ
く
り
や
て
い
の
き

一

を
と
ら

へ
て
さ
し
て
だ
さ

つ
し
え
う
け
い
せ
し
む
る
な
か
れ
き
ふ
き
ふ
ち
ょ
り

つ

れ
い
」
と
ル
ビ
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
火
焼
柴
を
削
り
こ
の
呪
句
を
記
せ
ば
、

火
焼
柴

(棲
火
杖
)
は
た
ち
ま
ち
神
将
と
化
し
、
直
ち
に
夜
喘
鬼
を
捉
え
、
こ
れ

を
打
ち
殺
し
決
し
て
逃
が
さ
ぬ

(要
敬
さ
せ
ぬ
)
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
興
味
ぶ
か
い
こ
と
に
小
児
の
夜
哺
き
の
背
景
に

「夜
喘
鬼
」
が
存
在
し
、

そ
の
鬼
の
動
き
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
児
に
夜
哺
鬼
が
と
り

つ
く
、

入
り
こ
む
、
ま
と
い
つ
く
こ
と
で
夜
哺
き
の
病
が
発
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
呪
句
を
記
す
材
を
火
焼
の
柴
木
と
記
す
の
は

『秘
密
符
法
』
で
あ

る
が
、
他
の
呪
法
書
、
例

へ
ば
棟
田
彰
城
著

『極
奥
秘
伝
ま
じ
な
ひ
秘
法
大
全
集
』

に
は

一
握
り
位
の
生
木
に
こ
の
呪
句
を
記
す
と
あ
り
、
大
日
本
興
霊
学
院
編

『神

道
仏
教
禁
厭
祈
濤
秘
伝
』
に
は
白
紙
に
書
く
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
呪
符
の
棲
火

擾
火
杖
の
句
か
ら
す
る
か
ぎ
り
火
焼
き
の
柴
木
が
原
義
で
あ
ろ
う
か
ら
、
生
木
や

紙
を
材
と
す
る
こ
と
は
原
義
か
ら
遠
ざ
か
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
棲

火
杖
の
嬢
は

「は
ね
る
」
の
意
で
あ
り
火
を
勢
い
よ
く
す
る
語
意
が
と
ら
れ
、
筆

勢
の
は
ね
る
、
と
め
る
と
も
関

っ
て
夜
喘
き
を
と
め
る
心
根
に
対
し
火
の
は
ね
る

姿
が
対
と
な

っ
て
呪
意
を
形
づ
く
る
の
で
あ
る
。
火
焼
く
柴
木
は
竃
ま
わ
り
を
光

明
の
空
間
と
す
る
。
真
夜
中
、
ま
と
い
つ
く
夜
哺
鬼
に
お
び
え
泣
く
小
児
を
救
う

の
は
暗
闇
と
対
に
な
る
光
明
ゆ
か
り
の
火
焼
き
の
柴
木
-
棲
火
杖
と
考
え
至
る
の

は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
桃
木
で
も

っ
て
尺
余
の
杖
や
札
を
用
い
て
加
持
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杖
を

つ
く
り
呪
札
を

つ
く
り
、
魅
女

の
肩
を
叩
き
、
病
者
の
痛
む
所
を
叩
い
て
癒

す
呪
作
と
同
様
、
加
持
杖
に
通
ず
る
も
の
と
し
て
嬢
火
杖
が
誕
生
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
呪
句
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
掻
火
杖
を
作
り
な
し
て
神
将
と
し
と
あ
り
、
棲

火
杖
の
機
能
に

「神
将
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
仏
の
四
周
に
あ

っ

て
守
護
し
邪
鬼
を
近
づ
け
じ
と
す
る
神
将
の
機
能
が
小
児
に
と
り

つ
く
邪
鬼
-
夜

哺
鬼
を
払

い
た
い
と
す
る
意
図
と

一
致
、
こ
の
呪
句
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
棲
火
杖
を
夜
哺
き
す
る
小
児
の
枕
頭
な
り
、
身
近

に
配
置
す
る
だ
け
で
夜
哺
鬼
の
辟
邪
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
じ
な
ひ

の
場
合
は
や

＼
複
雑
な
構
造
を
と
り
、
こ
の
辟
邪
の
強
力
な
力
を
、
水
に
転
移
す

る
形
を
と

っ
て
い
る
。
此
ノ
符

ヲ
書

テ
早
朝
ノ
水
に
移
テ
呑
ス
ベ
シ
、
或
ひ
は
呪

文

ヲ
書
キ
早
朝
井
戸
ノ
初
水

ヲ
掛
ケ

ソ
ノ
水
ヲ
飲

マ
セ
バ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
吉

所
、
吉
時
の
水
が
こ
の
呪
符
に
よ

っ
て
呪
力
を
得
た
浄
水
と
な
り
小
児
を
夜
哺
き

の
病
ひ
か
ら
解
放
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
皇
子
誕
生
の
瑚
り
、
吉

方
、
吉
時
の
水
を
以

っ
て
産
湯
に
あ

て
、
産
湯
中
に
邪
鬼
の
ま
ぎ
れ
こ
む
こ
と
を

怖
れ
て

「虎
頭
」
を
産
湯
の
表
面
に
舞
わ
せ
て
は
ら
い
、
併
せ
て
虎
子
の
力
を
湯

を
通
じ

て
皇
子
に
つ
け
よ
う
と
す
る
意
が
働
く
の
と
同
じ
よ
う
な
の
想
ひ
が
感
じ

と
れ
る
の
で
あ
る
。二

 

一
方
、
小
児
の
夜
哺
き
に
対
し
、

こ
と
細
か
く
対
磨
す
る
独
自
の
呪
符
の
世
界

に
日
蓮
宗
を
中
心
と
す
る
法
華
の
世

界
が
あ
る
。

『中
山
御
符
秘
抄
』
に
は
、
中

央
に
大
持
国
天
王

・
二
種
子
を
配
置
、
上
左
右
に
梵
天
王
魔
王
、
自
在
大
自
在
、

外
側
に
飴
深
法
中

・
示
教
利
喜

下

左
右
に
佛
音
甚
稀
有

・
能
除
衆
生
悩
、
外
側

に
曖
野
瞼
陰
庭

・
獅
子
象
虎
狼
の
句

を
連
ね
、
下
方
に
妙
法
蓮
華
経
諸
実
相
法
の

句
を
組
み
た
て
て
記
す
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
四
天
王
の

一
、
大
持
国
天
王
を

中
心
に
据
え
る
が
、
神
将
の

一
、
大
持
国
天
王
が
登
場
す
る
事
実
は
興
味
ぶ
か
い
。

同
書
に
は
さ
ら
に
、
中
央
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
三
十
番
神
除
病

.
延
命
守
護
の

三
句
を
縦
書
、
ま
つ
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
上
句
の
左
右
に
、
令
百
由
旬
内
無
諸
衰

患
、
若
於
夢
中
亦
復
莫
悩
、
外
側
左
右
に
若
不
順
我
呪
悩
乱
説
法
者
、
頭
破
作
七

分
如
阿
梨
樹
枝
の
句
が
配
置
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
左
右
に
二
聖

.
如
風
於
空

中
除
其
衰
患
、
二
天

・
一
切
死
障
磯
令
得
安
穏
の
句
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
三
十

番
神
除
魔
の
句
の
左
右
に
は
諸
飴
怨
敵

・
皆
悉
捲
滅
、
外
側
左
右
に
梵
天
王
魔
王

・
自
在
大
自
在
の
句
、
さ
ら
に
外
側
左
右
に
鬼
子
母
神

・
十
羅
刹
女
の
神
名
が
連

な
り
、

(除
病
)
延
命
守
護
の
句
の
左
右
に
は
病
即
消
滅

・
不
老
不
死
、
外
側
左

右
に
遊
行
無
畏

・
如
師
子
王
、
そ
の
外
側
左
右
に
天
照
大
神

・
八
幡
大
芥
の
語
が

置
か
れ
全
体
、
左
右
に
二
種
子
を
ふ
り
わ
け
て
記
す
極
め
て
複
雑
な
札
が
載
せ
ら

　

れ
て
い
る
。
こ
の
二
種
の
呪
符
は

「小
児
夜
鳴
ヲ
止
究
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
と

共
に
、
是

ハ
小
児
最
上
符
ナ
リ
ロ
伝
日
上
下
ノ
守
合
セ
テ
子

ヨ
リ
ニ
シ
テ
掛
サ
ス

ベ
シ
惣
ジ
テ
止
リ
難
キ
ヲ
治
ス
ル
ナ
リ
と
注
さ
れ
て
い
る
。
極
め

て
複
雑
な
様
相

を
見
せ
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
要
は
日
蓮
宗
が
拠

っ
て
た
つ
根
本
た
る
南
無
妙

法
蓮
華
経
と
そ
の
経
中
の
要
句
、
信
仰
の
対
象
と
な
る
諸
王

・
諸
神
、
除
病
延
命

守
護
に
あ
た
る
二
神
、
二
聖

・
二
天
を
こ
と
ご
と
く
屈
請
し
た
書
式
の
符

で
あ
る

こ
と
が
容
易
に
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
宗
が
慣
用
す
る
呪
句
、
諸
神
総
出

の
様
は
、
い
か
に
小
児
夜
喘
き
と
い
う
事
態
に
真
剣
に
対
処
し
て
い
る
か
、
教
線

の
拡
大
に
い
か
に
こ
う
し
た
細
か
い
呪
符
、
複
雑
な
呪
符
が
役
立

っ
て
い
る
か
が

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
宗
の
こ
う
し
た
小
児
夜
哺
き
の
呪
符
も
、
単
に
符

と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

一
連
の
呪
作
の
中
で
符
が
息
づ
く
の
で
あ
る
。

『中
山
御
符
秘
抄
』
で
は
、
よ
り
複
雑
な
呪
符
と
し
て
、
中
央
に
、
南
無
妙
法
蓮

華
経
、
三
十
番
神
守
護

除
病
延
命
庭
と
縦
に
大
書
し

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
句

の
脇
に
、
若
不
順
我
呪
悩
乱
説
法
者
、
頭
破
作
七
分
如
阿
梨
樹
枝
、
外
に
令
百
由

旬
内
無
諸
衰
患

・
若
於
夢
中
亦
復
莫
悩
の
経
句
を
、

つ
づ
く
三
十
番
神
の
句
の
脇

に
は
如
風
於
空
中

(除
其
衰
患
)
、

一
切
兄
障
磯

(令
得
安
穏
)、
外
に
諸
飴
怨
敵
、

皆
悉
催
滅
、
さ
ら
に
外
側
に
梵
天
王
魔
王
、
自
在
天
自
在
の
句
を
並
べ
、
下
段
の

除
病
延
命
庭
の
句
の
左
右
に
は
内
側
に
病
即
消
滅
、
不
老
不
死
、
外
側
に
鬼
子
母
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神

・
十
羅
刹
女
、
さ
ら
に
外
側
に
除
其
衰
患
、
令
得
安
穏
の
句
を
配
し
、
符
の
上

端
左
右
に
二
聖

・
種
子
と
二
天

・
種
子
、
下
端
左
右
に
二
種
子
を
点
じ
て
符
に
呪

　

効
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
呪
符
と
し
て
は
最
も
手
の
込
ん
だ
複
雑
な
符
で

あ
る
が
、
実
は
こ
の
符
に
は

「夜
哺

ノ
究
ナ
リ
、
ヨ
モ
キ
ノ
矢

ヲ

一
尺
五
寸

ニ
シ

テ
桑
木

ヲ
弓

ニ
シ
テ
ニ
尺
五
寸

ニ
シ
テ
家
ノ
上

ニ
ハ
リ
置
ク
」
と
い
う

一
文
が
そ

え
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
桃
弓
葦
矢

は
大
灘
式
に
用
い
る
よ
う
に
邪
鬼
を
追
う
も

の
、

『左
傳
』
に
も

「桃
弧
棘
矢
、
以
除
其
凶
災
」
と
記
す
と
お
り
で
あ
る
の
に

対
し
、

『禮
記
註
疏
』
に
は

「国
君
世

子
生

-
射
人
以
桑
弧
蓬
矢
六
射
天
地
四
方
」

と
記
し
、
我
国
で
も

『磨
仁
記
』
に
足
利
義
尚
誕
生
の
砺
り

「桑
ノ
弓
蓬
ノ
矢
ノ

慶
賀
天
下

二
聞

工
…
」
と
あ
る
よ
う

に
誕
生
を
め
ぐ

っ
て
の
呪
具
と
し
て
桑
弓
蓬

矢
が
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
出
生
し
た
小
児
に
寄
り

つ
く
悪
鬼

・

邪
霊
を
斥
け
る
た
め
の
弓
矢

で
あ
ろ
う
が
、
後
世
に
は
慶
祝
の
意
が

つ
よ
く
出
て

く
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
貴
紳

に
あ

っ
て
若
子
誕
生
に
あ
た
り
桑
弓
蓬
矢

で

天
地
四
方
、
合
せ
て
六
方
を
射
る
慣

行
が
あ
る
中
、
日
蓮
宗
は
そ
う
し
た
呪
儀
を

認
め
、
こ
う
し
た
小
児
夜
哺
き
符
を
用

い
る
よ
う
な
事
態
を
巧
み
に
習
合
さ
せ
て
、

こ
の
符
の
効
、
こ
の
呪
儀
の
効
を
高
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
桑
弓
蓬
矢
を
家
の
上

に
貼
り
置
く
だ
け
で
な
く
、
こ
の
整

っ
た
構
成
の
呪
符
も
共

に
貼
ら
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
関
係
す
る
資
料
が
あ
る
。

『法

華
経
秘
法
』
に
は
夜
鳴
守
と
し
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
ひ
げ
題
目
を
大
書
、
右

脇
に
若
童
男
形
、
日
天
王
、
左
脇
に
若
童
女
形
、
月
天
王
と
記
し
、
下
に
四
行
、　

右
か
ら
若
於
夢
中
、
但
見
妙
事
、
乃
至
夢
中
、
若
得
莫
悩
の
四
句
を
並
書
す
る
符

を
あ
げ
、
モ
モ
ノ
枝

ニ
ハ
サ
ミ
屋
ノ
上

ニ
サ
ス
ベ
シ
と
の
註
を

つ
け
て
い
る
事
例

が
そ
れ
で
あ
る
。
桃
弓
葦
矢
で
は
な

い
が
、
夜
哺
き
の
呪
符
を
辟
邪
擢
鬼
の
意
を

つ
よ
く
帯
び
た
桃
枝
に
挿
さ
み
、
屋
根
に
刺
し
た
て
れ
ば
効
あ
り
と
説
く
だ
け
に

興
味
ぶ
か
い
。
小
児
夜
哺
き
に
伴
う
呪
儀
が
屋
根
と
関
係
す
る
理
由
は
別
途
詳
細

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
誕
生
時
、
主
人
な
ど
が
屋
根
に
登
り
抱
え
た

甑
を
落
し
、
し
の
び
よ
る
邪
鬼
を
払
う
呪
儀
、
或
ひ
は
死
亡
時
、
屋
根
に
登
り
死

者
の
衣
服
な
ど
を
振
り
霊
魂
の
呼
び
も
ど
し
を
は
か
る
呪
儀
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
小
児
夜
哺
き
を
と
め
る
呪
儀
も
そ
う
し
た
邪
鬼
を
は
ら
う
意
を
帯
び

て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三

日
蓮
宗
の
呪
符
中
に
は
、
同
書
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
た
と
へ
ば
、
二
聖

・
種
子

・
若
悩
乱
者
若
男
形
若
女
形
と
縦
書
き
し
僅
か
に
隙
間
を
あ
け
て
三
十
番
神
と
記

　

し
、
左
右
に
鬼
子
母
神
、
十
羅
刹
女
と
書
く
や
や
単
純
平
明
な
符
な
ど
を
多
数
掲

げ
て
い
る
。
他
方

『仏
教
法
華
禁
厭
妙
御
符
秘
書
』
に
は
、
や
は
り
こ
の
法
華
の

呪
符
と
し
て
、

「子
供
夜
ナ
キ
ノ
時
守
札
」
と
し
て
、
中
央
に
南
無
妙
法
蓮
華
経

と
大
書
し
、
右
に
鬼
子
母
神

・
天
照
大
神
、
左
に
十
羅
刹
女

・
八
幡
大
菩
薩
を
添

へ
書
き
し
、
外
側
左
右
に
若
童
男
形
及
至
夢
中
、
若
童
女
形
亦
復
莫
悩
の
句
、
さ

ら
に
外
側
左
右
に
大
持
国
天
王

・
種
子
、
大
毘
沙
門
天

・
種
子
を
書
き
、
こ
う
し

た
符
の
下
、
中
央
に
鬼
悪
梵
と
大
書
、
左
右
に
鬼
字
を
三
字
つ

つ
、
計
六
鬼
を
縦

に
添
わ
せ
、
そ
の
外
脇
に
大
増
長
天
王
、
大
広
目
天
王
の
名
を
記
す
符
を
挙
げ
て

　

い
る
。
符
の
構
造
は

『中
山
御
符
秘
抄
』
と
共
通
す
る
が
、
鬼
字
、
悪
梵
字
、
六

鬼
字
が
新
し
く
登
場
し
、
加
え
て
符
の
四
隅
を
神
将
中
の
四
天
王
-
大
持
国
天
王

・
大
増
長
天
王
、
大
毘
沙
門
天
王
、
大
広
目
天
王
1
が
抑
え
、
符
の
呪
力
を
守
護

す
る
様
が
窺
わ
れ
、
符

へ
の
日
蓮
宗

の
想
ひ
が

一
層
明
確
に
読
み
と
れ
る
の
で
あ

る
。

『法
華
経
秘
法
』
に
は
夜
鳴
守
と
し
て
い
ま

一
つ
の
符
を
載
せ
て
い
る
。
鬼

子
母
神
の
神
名
を
鬼
、
横
に
子
母
、
符
末
に
神
と
分
置
し
、
そ
の
間
に
以
聞
香
力

故
の
五
字
を
容
れ
、
左
右
に
二
種
子
を
記
す
極
め
て
簡
単
な
符
で
あ
る
。
鬼
子
母

神
の
鬼
字
を
離
し
頭
に
配
置
す
る
心
根
に
鬼
に
よ
る
夜
喘
き
が
重
さ
ね
ら
れ
て
い

る
や
に
想
像
さ
れ
る
符
で
あ
る
。

『中
山
御
符
秘
抄
』
で
は

一
・
二
、
夜
哺
き
と

鬼
の
係
わ
り
を
物
語
る
符
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の

一
は
、
止
止
不
須
説
と
い
う

呪
句
の
下
に
鬼
字
を
書
く
が
、
そ
の
鬼
字
の
末
尾
を
円
に
し
て
渦
巻
状
に
三
回
め

　

 ぐ
ら
せ
て
鬼
字
に
繁
ぐ
邪
鬼
結
縛
抑
止

の
意
を
見
事
に
語
る
符

で
あ
り
、
そ
の
二
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は
、
中
央
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
両
脇
に
二
聖
二
天
と
種
子
を
、
下
に
三
鬼
字
を

連
ね
、
さ
ら
に
犬
字
三
字
を
続
け
、
三
鬼
字
の
脇
に
鬼
子
母
神
、
十
羅
刹
女
の
句

を
そ
え
る
符
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
符
で
は
三
鬼
字
が
共
に
ム
字
を
と
り
、
代
え

　

て
メ

・
ナ

・
ト
字
を
容
れ
て
独
特
な
鬼
字
を

つ
く
り
出
し
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

前
符
は
同
書
に

「狐
ノ
御
符
」
と
い
う

一
符
を
掲
げ
、
止
止
不
須
説
の
呪
句
を
記

し
、
此

ノ
五
字
ヲ
書
テ
用
、
祈
念

ニ

ハ
十
如
寿
量
陀
羅
尼
自
我
偶
ヲ
諦
テ
一二
十
番

神

ヲ
祈
ベ
キ
ナ
リ
女

ハ
北
男

ハ
南
ノ
水
呑
ス
ヘ
シ
と
あ
る
符
と
共
通
し
て
お
り
、

鬼
字
の
三
重
圏
線
は
、
こ
の
符
な
ら
ば
狐
に
該
当
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
小
児
夜
哺
き
の
根
源
の
鬼
が
狐

で
あ
る
こ
と
を
想
わ
せ
る
が
、
こ
の
こ
と
を

証
す
る
の
は
後
符
の
犬
字
で
あ
る
。
狐

つ
き
に
対
鷹
す
る
符
の
多
く
は
、
た
と
え

ば

『仏
教
法
華
禁
厭
妙
御
符
秘
書
』
に

「狐
付

二
呑
ス
」
符
と
し
て
、
狐
字
を
横

三
字
二
段
に
小
字
で
書
き
、
下
に
犬
字
を
大
き
く
置
い
て
九
字
を
配
し
、
下
に
、

一
狐
字
の
四
方
四
角
を
犬
字
で
囲
い
こ
む
符
を
掲
げ

て
い
る
が
、
符
の
多
く
は
狐

を
包
囲
し
そ
の
動
き
を
止
め
る
形
を
と
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
犬
字
が
登
場

す
る
符
の
意
図
は
狐
の
動
き
を
封
す

る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
よ
く
、
こ
う
し
た

二
符
か
ら
小
児
夜
哺
き
の
根
源
が
狐
を
鬼
と
し
て
観
た
時
代
の
あ
る
こ
と
を
知
り

う
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
視
点
か
ら
す
れ
ば
鬼
字
の
ム
を
、
そ
れ
ぞ
れ
メ

・
ナ

・
ト
と
換
え
た
こ
と
の
意
味
も
朧
げ
な
が
ら
狐
の
動
き
、
鬼
の
動
き
を
止
め
る
こ

と
と
係
わ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

『交
霊
祈
疇
術
』
で

は

「小
見
夜
泣
を
止
む
る
守
札
」
と
し
て
、
ま
ず
札
の
頭
に
鬼
字
の
ム
を
と
り
ト

・
ム

・
ル
の
三
字
を
配
し
た
鬼
字
を
置
き
、
中
央
に
正
観
世
音
菩
薩
念
々
勿
生
疑
、

右
側
に
是
諸
悪
鬼
尚
不
能
以
、
左
側
に
悪
眼
視
之
況
復
加
害
の
句
を
そ
え
た
符
を

記
し
て
い
る
。
頭
の
ト

・
ム

・
ル
の
鬼
字
は
ま
さ
に
鬼
の
動
き
を
ト
ム
ル

(止
む

る
)
働
き
の
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
メ
ナ
ト
が
如
何
な
る
意
味
の
言
葉
か
は

明
確
で
な
い
が
、
そ
の
意
は
こ
の
符

の
ト
ム
ル
と
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は

容
易
に
読
み
と
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
寛
文
六
年
の
奥
書
を
も
つ

『山
田
数
馬

・

覚
』
に
は

「子
と
も
よ
な
き
と
む
る
こ
と
、
ひ
た
ひ
に
か
く
な
り
」
ど
題
し
て
、

中
央
に

一
字
犬
と
大
書
し
、
右
に
う
ん
を
五
回
、
右
下
に
ひ
ら
ん
を
四
回
書
く
よ

う
指
示
し
、
左
に
う
し
ろ
だ
う
し
、
左
下
に
た
き
に
め
う
王
を
三
回
書
く
よ
う
指

示
し
た
符
が
あ
る
。
後
童
子
、
托
枳
尼
明
王
と
い
っ
た
妙
力
を
得
て
犬
が
狐
を
囲

み
追
う
意
図
が
や
は
り
符
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
犬
の
も

つ

呪
力
を
遺
憾
な
く
語
る
の
は

『修
験
深
秘
行
法
符
呪
集
』
で
あ
る
。

「小
見
の
夜

泣
を
留
め
る
加
持
法
」
と
し
て
犬
の
頭
の
下
毛
を
取
り
、
裏
に
嚢
を
縫
ひ
嚢
に
入

れ
小
児
の
両
手
に
掛
け
れ
ば
、
忽
ち
泣
き
止
む
」
と
い
っ
た
法
を
記
し
て
い
る
。

犬
の
呪
力
の
精
髄
が
頭
の
下
毛
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
袋
に
収
め
て
持
て
ば
狐

は
退
散
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
小
児
の
夜
哺
鬼
が
狐

と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
雄
弁
に
語
る
の
で
あ
る
。

四

と
こ
ろ
で
夜
喘
き
を
止
め
る
ま
じ
な
ひ
世
界
に
は

『修
験
深
秘
行
法
符
呪
集
』

の

「小
児
の
夜
泣
を
留
め
る
加
持
法
」
の
よ
う
に
、
小
児
の
膀
に
種
子
ボ
字
を
書

く
、
次
に
ナ
ウ
ボ
ウ
サ
タ
ナ
ン
サ
ム
ミ
ヤ
リ
サ
ン
ホ
タ
ク
チ
ナ
ン
タ
ニ
ヤ
タ
オ
ン

シ
ヤ
レ
イ
ソ
レ
イ
ソ
ン
デ

ィ
ソ
バ
カ
、
七
遍
、
又
、
膀
の
上
に
圓
字
を
作
る
、
師

曰
は
く
、
異
本
に
は
、
田
の
字
な
り
と
の
べ
る
呪
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
呪
法
書

を
検
討
す
る
と
、

『仏
教
禁
厭
祈
濤
秘
伝
』
に
は
、

「小
供
の
夜
泣
き
を
治
す

呪
」
と
し
て
、
小
供
の
夜
泣
き
す
る
時
は
、
其
の
小
供
の
膀
の
上

へ
左
の
字
を
朱

書
す
れ
ば
可
い
、
と
し
て
田
字
を
、
上

一
字
下
の
左
右
に

一
字
、
計
三
字
を
書
く

符
を
出
し
、
さ
ら
に
言
葉
を
続
け
て
、
又

一
方
に
左
の
二
字
を
紙
片
に
朱
書
し
、

其
の
子
供
の
枕
辺
に
置
く
も
又
奇
効
が
あ
る
と
し
て

「丙
寅
」
の
二
字
を
出
し
て

い
る
。

『神
秘
神
霊
秘
伝
秘
法
』
に
も
同

一
趣
旨
の
呪
が
あ
り
、
晶
字
、
丙
寅
字

呪
符
が
広
く

一
般
に
拡

っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
呪
法
や
呪
符
は
、

極
め
て
単
純

で
あ
り
、
民
間
に
起
り
拡
る
分
野
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
故
、
圓
字

を
書
く
の
か
、
田
三
字
を
書
き
重
ね
る
の
か
は
よ
く
判
ら
な
い
。
丙
寅
は
丙
字
が

火
気
を
寅
字
は
虎
を
表
現
す
る
だ
け
に
朧
気
に
そ
の
よ
り
来
る
意
図
は
汲
み
と
れ
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る
が
、
そ
の
具
体
的
な
呪
意
の
根
拠

は
後
日
史
料
か
ら
見
出
す
作
業
が
必
要
か
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
小
児
の
夜
喘
き
を
と
め
る
呪
符
は
、
呪
法
書
に
あ
た
れ
ば
実

に
数
多
く
、
し
か
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
。
例
え
ば

『神
道
眞
言
妙
術
秘
法
大
全
』

に
は
　
の
内
に
子
字
を
三
字
並
列
、
中
に
鬼
字
を
配
し
左
右
に
ム
字
、
下
に
甲
字

二
字
並
列
す
る
呪
符
を
掲
げ
白
紙
に
書
し
て
小
児
の
左
右
の
掌
に
は
る
べ
し
と
述

べ
る
。
相
似
た
符
と
し
て
は
双
甲
を
甲
印
並
列
で
記
す
例
が

『秘
密
符
法
』
に
記

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
が
本
来
の
姿
か
は
不
分
明
な
が
ら
甲
字
二
字
並
列
例
は
他

の
呪
符
に
も
散
見
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
本
源
的
な
も
の
と
言
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
子
字
三
字
と
関
連
し

て
注
目
さ
れ
る
の
は

『仏
教
法
華
禁
厭
妙
御
符
秘
書
』

の
符

で
あ
る
。

「子
供
夜
ナ
キ
ノ
時
呑
御
符
」
と
し
て
似
た
二
符
を
掲
げ
る
。

一

は
王
子
の
二
字
を
三
列
に
並
べ
て
下

に
鬼
と
書
き
隠
々
如
律
令
の
句
を
そ
え
る

　符
、
い
ま

一
は
同
様
、
王
子
の
二
字

を
三
列
に
横
並
べ
し
鬼
字
を
下
に
お
き
、
さ

　

ら
に
九
字
を
左
、
呪
字
を
右
に
配
し

て
再
度
鬼
字
を
す
え
る
符
で
あ
る
。
先
き
の

三

つ
の
子
字
と
共
通
す
る
三
列
の
王

子
の
存
在
は
興
味
ぶ
か
い
。
九
字
は
臨
兵
闘

者
開
陣
列
在
前
の
九
字
で
あ
り
王
子

に
迫
る
鬼
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
を
も

つ
も

の
で
あ
ろ
う
。
王
子
-
皇
子
の
夜
哺
き
を
止
め
る
呪
符
が

一
般
市
井
に
普
遍
化
し

た
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
庶
子
を
王
子
に
か
こ
つ
け
て
鬼
神
の
愚
き
を
払
お

う
と
す
る
特
別
な
想
ひ
が
働
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
三
子
⊥

二

王
子
の
表
現
を
重
視
す
る
と

『法
華
経
秘
法
』
に
見
ら
れ
る
種
子
バ
ン
字
の
下
に

口
字
二
字
横
書
、
バ

ン
の
右
脇
に
口
字

二
字
縦
書
、
内
に
口
字
縦
横
三
字
計
九
口

を
容
れ
急
々
如
律
令
の
呪
句
に

つ
づ
く
符
が
あ
る
。
こ
の
符
は

『中
山
御
符
秘
抄
』

に
月
字
三
字
横
書
、
風
字
を
お
い
て
下

に
力
字
を
二
列
二
行
、
計
四
字
並
べ
た
符

と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
力
四
字
は
隠
々
如
律
令
の
託
転
、
風
も
几
内
九

口
字
の
読
転
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
恐
ら
く

『法
華
経
秘
法
』
の
符
が
正
鵠
を

得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
誰
伝
は

『仏
教
法
華
禁
厭

妙
御
符
秘
書
』
に
も
見
ら
れ
る
。
同
書

に
は
夜
哺
き
と
め
る
符
と
し
て
正
正
不
順

説
鬼
子
母
神
と

一
気
に
書
き
、
下
に
二
行
割
り
し
て
左
右
両
行
と
も
犬
字
を
十
字

　

ず

つ
書
く
符
を
記
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
正
正
不
順
説
鬼
子
母
神
の
句
は
誤
字

で
あ
り
、
本
来
は

『中
山
御
符
秘
抄
』
に
掲
げ
る
止
止
不
須
説
鬼

(鬼
字
は
端
を

三
重
円
に
巻
く
)
の
符
の
如
く
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、

夜
喘
き
を
止
め
る
意
が
止
字
を
重
ね
書
き
す
る
こ
と
で
強
調
さ
れ
、
鬼
字
を
三
重

円
で
囲
い
こ
む
意
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。呪
句
と
鬼
子
母
神
の
力
を
得
た
上
、

両
行
十
字
の
犬
字
で
も

っ
て
小
児
の
夜
哺
き
の
根
源
に
あ
る
狐
-
鬼
を
避
け
払
お

う
と
す
る
意
志
が
極
め
て
明
瞭
に
物
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
犬
字
を
多
用
す

る
事
例
の
多
く
は
狐
愚
き
、
鬼
愚
き
の
対
症
と
し
て
犬
字
を
用
い
て
お
り
興
味
あ

る
体
系
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『馬
場
大
機
呪
草
紙
』
に
は
ヨ
字
を

二
字
横
書
、
下
に
戸
を
置
い
て
日
字
を
二
字
横
書
、
さ
ら
に
r
を
配
し

て
鬼
字
を

記
し
隠
々
如
律
令
の
句
を
そ
え
た
呪
符
が

「子
夜
ナ
キ
ス
ル
ニ
ヨ
キ
符
」
と
し
て

　

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
符
面
か
ら
は
小
児
夜
哺
き
の
呪
符
と
な
る
根
拠
は
読
み

と
れ
な
い
が
、
同
様
な
趣
向

の
呪
符
が

『修
験
日
用
秘
密
集
』
に
見
え
る
。
同
書

で
は
、
男
子
夜
哺
守
と
女
子
夜
哺
守
を
区
別
し
て
記
載
し
て
い
る
。
男
子
の
場
合

は
サ
字
二
字
横
書
、
日
月
の
二
字
を
二
行
に
縦
書
、
左
に
可
、
右
に
鬼
字
を
並
べ

て
嗜

々
如
律
令
と
記
し
、
女
子
の
場
合
は
山
字
の
下
に
日
月
の
二
字
を
二
行
に
縦

　

書
、
左
に
有
、
右
に
鬼
字
を
並

べ
て
隠

々
如
律
令

の
呪
句
を
書
く
符

で
あ
る
。
男

・
女
使
い
分
け
る
符
の
違
い
は
、
頭
書
の
横
並
び
の
二

つ
の
サ
字
と
山
字
、
可
と

有
に
あ
る
が
、
例
え
ば
符
頭
に
山
字
を
お
き
日
字
を
左
右
二
行
に
三
字
つ

つ
、
内

に
ヨ
ヨ
生
の
字
を
入
れ
鬼
隠
々
如
律
令
、
九
字
と

つ
づ
く
呪
符
は
盗
人
不
入
符
と

さ
れ
、
山
字
が
女
子
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
教
え
る
。
可

・
有
が
男

女
区
別
の
表
現
と
な
る
か
否
か
は
現
段
階
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う

し
た
呪
符
の
成
立
は
古
く
、
恐
ら
く
そ
の
本
意
は
今
日
で
は
会
得
し
が
た
い
も
の

と
な

っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
取
意
に
苦
し
む
符
に
対
し
、

非
常
に
判
り
易

い
符
が
あ
る
。

『呪
咀
重
宝
記
』
、

『仏
教
禁
厭
妙
御
符
秘
書
』

・

『誰
で
も

で
き
る
ま
じ
な
い
秘
法
』
、

『ま
じ
な
ひ
秘
法
大
全
集
』
な
ど
に
掲

げ
ら
れ
て
、
早
く

一
般
に
流
布
し
た
符
で
あ
る
が
、

『ま
じ
な
ひ
秘
法
大
全
集
』
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良奈

で
は
、
方
形
囲
枠

(符
形
)
内
、
四
隅
と
心
に
鬼
字
を
書
き
結
線
し
、
囲
枠
の
下

に
鬼
字
を
お
き
隠
々
如
律
令
の
呪
句
を
書
い
て
い
る
。
同
書
で
は
、
こ
の
符
に

つ

い
て

「上

の
如
き
御
符
を
朱
で
白
紙
に
認
め
小
児
の
寝
床
の
下
に
お
き
…
」
と
記

し
、
呪
咀
重
宝
記
で
は

「是
を
朱
に
て
左
右
の
目
の
下
に
書
く
な
り
」
と
の
べ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
四
隅
、
中
央

の
鬼
を
結
線
す
る
こ
と
で
動
き
を
封
ず
る

意
が
働
く

の
で
あ
ろ
う
。

『中
山
御
符

秘
抄
』
は
、
な
お
い
く
つ
か
の
呪
符
を
記

載
し
て
い
る
。
偲
偲
偲
と
記
し
た
符
を
九
粒
に
し
て
用
い
る
方
法
、
勉
の

一
字
を

符
に
書
き

「此
点
ヲ
強
ク
押
也
、
高
指

ニ
テ
小
児
ノ
眉
間
二
書
テ
次

二
七
反
手

ニ

テ
ナ
デ

ヲ
ロ
シ
引
取
心
地
ヲ
ス
ヘ
シ
、
諦
文
諸
余
怨
敵
ナ
ド
ノ
文
ナ
リ
」
と
い
っ

　

た
使
用
の
実
除
が
記
さ
れ
た
呪
符
、
或
ひ
は
妙
法
蓮
華
経
と
記
し
た
下
に
門
構
え

を
書
き
左
右
に
木
神
、
下
に
二
種
子
を
置
く
衛
や
、
魔
及
魔
民
皆
護
と

一
行
に
書

き
右
側
半
ば
下
に
若
悩
乱
者
頭
破
作
七
分
、
左
側
半
ば
下
に
有
供
養
者
福
過
口
口

　

の
句
を
そ
え
る
符
も
あ
る
。
こ
の
門
構
え
の
中
に
木
神
と
書
く
呪
符
と
通
ず
る
符

に
、
大
書
し
た
門
構
え
中
に
来
神
と
書
き
、
右
に
神
神
鬼
、
左
に
神
山
神
の
字
を

容
れ
る
符
、
大
書
し
た
門
構
え
中
に
宋
木
と
書
き
、
右
に
神
神
鬼
、
左
に
鬼
山
神

の
文
字
を
容
れ
る
符
が
あ
る
。
こ
の
二
符
は
共
に
狐
付
ト
ビ
ア
ガ
リ
カ
ケ
リ
テ
強

ク
狂
イ

マ
イ
疫

ニ
テ
ノ
守
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
人
に
愚
く
狐
を
払
う
呪
符
と
さ
れ

る
が
、
夜
哺
き
の
呪
符
も
狐
を
起
因
と
し
て
起
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
う
し
た
符
の
共
通
性
が
生
ま
れ

て
来
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、

『交
霊

祈
濤
術
』
に
は
小
児
夜
泣
を
止
む
る
守
札
と
し
て
、
縦
八
寸
、
横
三
寸
の
白
紙
を

用
意
、
中
央
上
端
に
鬼
の

一
字
を
配
し
少
し
あ
け
て
正
観
世
音
菩
薩
念

々
勿
生
疑

の
句
を
お
き
、
右
側
に
是
諸
悪
鬼
尚
不
能
以
、
左
側
に
悪
眼
視
之
況
復
加
害
の
句

を
書
い
て
符
を

つ
く
り
、
別
の
紙
に
包

み
小
児
の
枕
下
に
敷
き
置
く
べ
し
と
指
示
、

さ
ら
に
母
親
は
毎
夜
、
構
観
世
音
菩
薩
能
以
無
畏
施
於
衆
生
の
句
を
三
返
唱
え
て

臥
す

べ
し
と
い
う

一
文
を
添
え
て
い
る
。
鬼
の
字
も
興
味
ぶ
か
い
鬼
字
で
あ
り
鬼

の
動
き
を
取
り
抑
さ
え
る
の
意
が
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
井

ノ
底

へ
指
タ
ル
草
之
葉
ヲ

一
葉
取
テ
其

ニ
ァ
字
を
書
封

ス
ル
事

ハ
如
常
、
上
書
ア

　

・
バ
ン

・
ウ
ン
、
裏
ニ
ウ
ー
ン
カ
ク
ナ
リ
と
い
っ
た
特
殊
な
呪
符
も
見
ら
れ
る
。

葉
を
符
材
と
す
る
こ
の
符
が
如
何
な
る
経
緯
で
夜
哺
き
の
呪
符
と
な
る
の
は
不
明

で
あ
る
が
、
恐
ら
く
種
子
ア
字
が
呪
効
を
発
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

『神
道
仏
教
禁

厭
祈
濤
秘
伝
』
に
は
、
昔
か
ら
の
俗
伝
に
よ
る
と
と
断
り
書
き
し
て
、
鬼
の
念
仏

の
錦
絵
を
逆
に
貼
り
お
く
か
、
玩
具
の
犬
張
子
に
目
旅
を
冠
せ
そ
れ
を
其
の
子
の

寝
て
居
る
上
に
吊
し
を
く
と
い
う
ま
じ
な
い
も
あ
る
が
…
と
述
べ
、

つ
い
で
、
そ

れ
か
ら
今

一
つ
の
秘
事
は
鬼
と
い
ふ
字
を
そ
の
児
の
左
右
の
眼
の
下
に
指
頭
又
は

筆
に
て
か
く
ま
ね
を
し
、
更
に
鬼
と
言
字
を
柱
に
押
す
や
う
に
か
く
の
で
あ
る
…

燈
心
を
少
々
黒
焼
に
し
て
そ
の
児
に
飲
ま
す
と
そ
の
夜
よ
り
決
し
て
泣
く
こ
と
は

な
い
と
い
っ
た
呪
作
が
書
か
れ
て
い
る
。
狐
を
は
ら
う
犬
の
張
子
に
目
筑
の
発
想

は
、
こ
う
し
た

一
連
の
呪
作
が
ど
の
よ
う
に
重
層
化
を
重
さ
ね
て
体
系
化
し
て
い

く
か
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

五

と
こ
ろ
で
、
小
児
の
夜
哺
き
を
め
ぐ
る
呪
の
世
界
に
い
ま

一
画
、
極
め
て
重
要

な
分
野
が
あ
る
。
呪
歌
の
世
界
が
そ
れ
で
あ
る
。

『中
山
御
符
秘
抄
』
に
は

「童

夜
哺
守
」
と
題
し
て
興
味
ぶ
か
い

一
符
を
掲
げ
て
い
る
。
中
央
に
南
無
妙
法
蓮
華

経
、
但
見
妙
事
と
縦
書
し
、
右
側
に
若
男
形

・
大
日
天
王

・
若
於
夢
中
、
左
側
に

若
女
形

・
大
月
天
王

・
乃
至
夢
中
の
各
対
句
を
小
字
で
添
え
、
右
側
外
に

「夜
喘

ス
ト
唯
モ
リ
立

ヨ
末
ノ
世

二
清
ク
サ
カ
フ
ル
コ
ト
モ
ア
リ
ナ
ン
」
左
側
外
に

「上　

野
ノ
ア
カ
タ
カ
原

二
鳴
狐
ヒ
ル

ハ
ナ
ク
共

ヨ
ル
ハ
ナ
カ
サ
リ
」
の
二
歌
を
書
く
符

で
あ
る
。
東

へ
指
タ
ル
桃
ノ
枝

ニ
ハ
サ
ミ
子
ノ
ネ
タ
ル
上

ニ
サ
ス
但
シ
葉
ヲ
七
ツ

付
テ
也
の
呪
作
が
伴
う
こ
と
が
こ
の
符
に
は
註
さ
れ
て
い
る
。
夜
哺
き
す
る
小
児

は
男
女
を
問
わ
ぬ
所
か
ら
若
男
形

・
若
女
形
の
言
葉
が
最
初
に
据
え
ら
れ
、
男
女

の
対
構
造
に
対
置
し
て
大
日
天
王

・
大
月
天
王
が
配
分
さ
れ
、
夜
哺
き
の
原
因
が

小
児
の
夢
に
あ
る
と
考
え
て
若
於
夢
中
、
乃
至
夢
中
の
句
が
対
句
と
し
て
置
か
れ
、

こ
う
し
た
呪
符
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
符
の
機
能
を

一
層
強
め
る
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も
の
が
歌
の
も

つ
呪
性
、
呪
力
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
歌
意
は

極
め
て
明
瞭
で
あ
り
、
夜
喘
き
が
小
児
の
将
来
に
影
響
す
る
と
い
う
怖
れ
も
あ

っ

て
、
唯
守
り
立
よ
末
の
世
に
の
句
が
発
想
さ
れ
、
清
く
栄
ふ
る
こ
と
も
あ
り
な
ん

と
い
う
夜
喘
き
の
中

で
願
う
所
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
左
句
は
上
野
国

県
原
の
著
名
な
狐
に
呪
意
を
托
し
て
夜
喘
き
を
抑
え
止
め
よ
う
と
す
る
も
の
、
す

で
に
の
べ
た
よ
う
に
夜
哺
き
の
根
源
が
狐
-
鬼
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語

る
呪
歌
で
も
あ
る
。
こ
の
両
歌
が
広
く
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
数
多

く

の
呪
法
書
に
、
呪
符
に
書
き
添
え
ら
れ
た
り
、
呪
符
を
用
い
る
際
に
唱
歌
さ
れ

た
り
、
歌
自
体
が
独
立
し
て
呪
符
と
な

っ
た
り
す
る
形
で
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

『中
山
御
符
秘
抄
』
に
は
な
お
い
く

つ
か
の

呪
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ま

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
中
央
に
大
き
く
南
無
妙
法

蓮
華
経
と
縦
書
し
、
右
側
に
遊
行
死
畏

・
諸
飴
怨
敵
、
左
側
に
如
獅
子
王
、
皆
悉

擢
滅
の
左
右
対
句
が
添
う
呪
符
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
イ
ナ
リ
ト
ノ
吉
野
ノ
山
二

子

ヲ
産
テ
ヒ
ル
ハ
ナ
ク
共

ヨ
ル

ハ
ナ
ナ
キ
ソ
の

一
首
と
ヨ
ナ
キ
ス
ト
タ
タ
モ
リ
立

ヨ
ス
エ
ノ
世

二
清
ク
サ
カ
フ
ル
コ
ト

ソ
メ
テ
タ
シ
の

一
首
を
左
右
に
ふ
り
わ
け
て

　

書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
二
首

の
歌
を
加
え
た
呪
符
の
右
に
は
ホ
ノ
ホ
ノ

ト
明
石
ケ
浦

ノ
朝
キ
リ

ニ
シ
マ
カ
ク
レ
行
船
ヲ
シ
ゾ
思
フ
の

一
首
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。
稲
荷
殿
と
い
っ
た
狐
の
表
現

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
夜
喘
き
の
根
源
が
狐

に
あ
る
こ
と
が

一
層
よ
く
読
み
と
れ

る
呪
符
で
あ
る
。
た
だ
、
明
石
浦
の

一
首
が

小
児
夜
哺
き
の
呪
歌
と
な
る
の
は
、
夜

の
明
け
と
共
に
訪
れ
る
朝
、
夜
哺
き
の
失

せ
る
朝
を
期
し

て
と
い
う

一
面
と
、

い
ま

一
句
、
朝
霧
の
霧
が
切
り
に
通
じ
て
夜

喘
き
を
切
る
意
に
通
う

一
面
あ

っ
て
の
採
択
か
と
考
え
ら
れ
注
目
さ
れ
る
。
呪
符

と
関
連
す
る
呪
歌
の
例
は
な
お

一
・
二
指
摘
で
き
る
。

『呪
咀
重
宝
記
』
に
は
、

符
と
し
て
先
に
記
し
た
四
隅
と
中
央

に
鬼
字
を
配
し
結
線
し
た
符
-
生
子
夜
な
き

の
符
に
伴
う
呪
歌
と
し
て
、
い
も
か
子
は
は
ら
ば
う
比
に
成
に
け
り
清
も
り
取
て

や
し
な

ひ
に
せ
よ
、
夜
な
き
す
る
た
だ
も
り
立
よ
末
の
世
に
清
く
盛
ゆ
る
こ
と
も

　

あ
る
べ
し
の
二
首
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
呪
符
と
呪
歌
は

『神
道
仏
教
禁
厭
祈
疇

秘
伝
』
に
ほ
寸
同

一
の
形
で
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
い
も
が
子
は
の
上
句
が
い
も

が
ね
は
、
下
句
が
と
り
て
を
と
て
も
と
書
い
て
い
る
。
い
も
が
ね
は
の
上
句

で
は

意
を
汲
み
え
な
い
が
妹
が
子
は
で
は
よ
く
通
ず
る
こ
と
、
と
て
も
の
語
で
は
意
不

通
で
あ
り
取
り
て
の
句
で
始
め
て
通
ず
る
だ
け
に
、
後
書
が
設
伝
を
記
載
す
る
も

の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
呪
符
と
関
連
す
る
呪
歌
と
は
別
に
、
呪
符

と
は
関
連
を
も
た
ぬ
呪
歌
の
世
界
も
あ
る
。
『神
道
仏
教
禁
厭
祈
疇
秘
法
』
は

「小

供
の
夜
泣
き
を
治
す
呪
」
と
し
て
、
其
の
子
供
、
男
な
れ
ば
左
の
耳
の
中
、
女
な

れ
ば
右
の
耳
の
中

へ
、
左
の
如
き
歌
を
読
ん
で
、
其
の
息
を
吹
き
込
め
ば
必
ず
治

る
と
記
し
て
、
あ
し
は
ら
や
ち
か
ら
の
里
の
ひ
び
き
鐘
昼
は
な
く
と
も
夜
は
な
き

き
ぞ
、
ひ
と
夜
は
な
く
と
も
ひ
か
な
な
な
き
ぞ
と
よ
み
か

へ
る
な
り
け
さ
な
り
と
、

の
べ
の
二
首
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
二
首
も
誰
伝
の
部
分
が
あ
る
と
見
え
意
の
通

ら
ぬ
点
が
み
ら
れ
る
が
、男
女
左
右
の
耳
を
分
け
て
の
呪
作
に
伴
う
呪
歌
で
あ
り
、

呪
歌
の
呪
性
に
よ

っ
て
耳
奥
の
鬼
ー
狐
を
追
い
払
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
び
き
鐘
は
追
い
立

て
に
効
あ
る
言
葉

で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『中

山
御
符
秘
抄
』
は
呪
歌
と
し
て
、
狐
古
素
志
戸
供
加
村
二
子
於
生
天
夜
哺
之
戸
誓

遠
公
寸
留
、
ヨ
イ
ノ
間

ハ
何
ノ
心
ナ
ク
サ
ミ
テ
更
天
人
ノ
楽
シ
カ
ル
ラ
ン
、
夜
哺

ス
ト
タ
タ
モ
リ
タ
テ
ヨ
末
ノ
世

二
清
ク
サ
カ
フ
ル
コ
ト
モ
ア
リ
ナ
ン
、
懸
シ
ク

ハ

尋
テ
モ
見

ヨ
我

ハ
只
八
巻
ノ
中
ノ
九
名
楽
諦

の
四
首
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
四
首
の
歌
の
後
に
、
右
ノ
歌

ニ
ク
ツ
ヲ
添
テ
ム
子

ニ
サ
ス
ナ
リ
と
い
う
呪
作
が

書
か
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
第

一
首
は
、
狐
こ
そ
志
戸
供
加
村
に
子
を
生
み
て
夜
哺

し
て
誓
を
ば
す
る
。
第
二
首
は
宵
の
間
は
如
何
な
る
心
慰
め

て
更
天
人
の
楽
し
か

る
ら
ん
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
い
つ
れ
に
せ
よ
、
小
児
夜
喘
き
由
縁
の
呪
歌

は
非
常
に
簡
明
、
よ
く
そ
の
意
図
す
る
所
を
語
る
判
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
小

児
夜
哺
き
を
め
ぐ
る
呪
符
、
呪
作
、
呪
歌
の
多
様
性
は
歴
史
を
通
じ
て
如
何
に
小

児
夜
哺
き
が
小
児
生
育
中
の
重
要
な
、
意
を
配
す
べ
き
症
で
あ

っ
た
か
を
雄
弁
に

物
語
る
の
で
あ
る
。
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